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国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に

関
す
る
重
要
事
項（
保
険
料
の
料
率

や
給
付
内
容
な
ど
）を
審
議
し
て
い

た
だ
く
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
条
件

：

倉
吉
市
に
住
所
を
有

す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

 

募
集
人
数

：
２
人
程
度

申
込
期
間

：

６
月
９
日（
月
）
〜
20

日（
金
）

申
込
方
法

：

住
所
、
名
前
、
連
絡

先
の
電
話
番
号
、
応
募
の
動
機
を

記
載
し
た
書
類（
様
式
は
問
い
ま

せ
ん
）を
、
医
療
保
険
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※ 

申
込
者
の
中
か
ら
、
選
考
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。
決
定
後
は
申

込
者
本
人
に
連
絡
し
ま
す
。

※ 

詳
し
く
は
、
医
療
保
険
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

医
療
保
険
課(

あ

２
２―

８
１
２
４
／
い
２
２―

２
９
５
４)

倉
吉
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

委
員
を
公
募

　

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付
義
務

者
は
世
帯
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

世
帯
主
が
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
な
く
て
も
同
一
世
帯
に

国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
い
る
場

合
、
擬
制
世
帯
主
と
し
て
納
付
義

務
者
と
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
以
降
、
長
寿
医

療
制
度
へ
移
行
と
な
っ
た
世
帯
主

で
、
こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
料

の
口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

に
つ
い
て
も
、
同
一
世
帯
に
国
民

健
康
保
険
加
入
者
が
い
る
場
合
、

擬
制
世
帯
主
と
し
て
、
引
き
続
き

国
民
健
康
保
険
料
は
指
定
の
口
座

よ
り
振
替
と
な
り
ま
す
。

　

口
座
を
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、

６
月
13
日
（
金
）ま
で
に
、
預
（
貯
）

金
通
帳
・
通
帳
の
届
印
を
持
参
し

て
、
金
融
機
関
で
変
更
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。　
　

※
問
合
せ
先

：

医
療
保
険
課(

あ
２
２―

８
１
２
４
／
い
２
２―

２
９
５
４)

長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
）に
伴
う
国
民
健
康
保
険
保
険
料
口

座
振
替
の
確
認
を

　

生
活
習
慣
病
の
ほ
と
ん
ど
は
、

進
行
す
る
ま
で
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん
。
疾
病
の
早
期
発
見
に
国

保
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
国
保
人

間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
診
し

た
人
は
、
特
定
健
診
を
受
診
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
対
象
者
】

▼ 

倉
吉
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
保
険
料
を
完
納
し
て
い
る
人

▼ 

人
間
ド
ッ
ク
＝
40
歳
〜
74
歳

（
定
員

：

１
０
０
人
）

▼ 

脳
ド
ッ
ク
＝
40
歳
〜
69
歳（
定

員

：
50
人
）

※ 

予
定
人
数
を
超
え
た
場
合
は
、

ご
希
望
に
添
え
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
込
開
始

：

６
月
２
日（
月
）午
前

８
時
30
分
〜

受
診
期
間

：

６
月
２
日（
月
）〜
平

成
21
年
２
月
28
日（
土
）

申
込
に
必
要
な
も
の

：

国
民
健
康

保
険
証
・
特
定
健
診
受
診
券

そ
の
他

：

検
診
内
容
、
協
力
医
療

機
関
な
ど
に
つ
い
て
は
、「
く
ら
よ

し
健
康
ガ
イ
ド
」
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
な
お
、
協
力
医
療
機
関
に
つ

い
て
、
新
た
に
三
朝
温
泉
病
院
が

追
加
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

医
療
保
険
課（
あ

２
２―

８
１
２
４
／
い
２
２―

２
９
５
４
）

ま
た
は
関
金
支
所
支
所
管
理
課（
あ
４
５

―

２
１
１
１
／
い
４
５―

３
９
６
４
）

平
成
20
年
度
の
国
保
人
間
ド
ッ
ク
・

脳
ド
ッ
ク

　

現
在
使
わ
れ
て
い
る
特
別
医
療
費
受
給
資

格
証
は
有
効
期
限
が
６
月
30
日
に
な
っ
て
い

ま
す
。
７
月
１
日
か
ら
新
し
い
資
格
証
に
切

り
換
え
ま
す
の
で
、
こ
の
医
療
を
受
け
て
い

る
人
は
、
更
新
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
関
金
庁
舎
で
も
更
新
を
受
付
し
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
事
前
に
医
療
保
険
課
へ

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

と　

き

：

６
月
23
日（
月
）〜
30
日（
月
）

と
こ
ろ

：

医
療
保
険
課
ま
た
は
関
金
支
所
支

所
管
理
課

必
要
な
も
の

：

保
険
証
・
印
鑑
・
特
別
医
療

費
受
給
資
格
証

※ 

１
月
１
日
以
降
に
倉
吉
市
に
転
入
し
た
人

は
、「
所
得
・
課
税
証
明
書
」（
前
住
所
地
の

市
区
町
村
役
場
で
申
請
）を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
場
合
、
所
得
税
が
非
課
税
の

人
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
新
規
に
申
請
さ
れ
る
場
合
も
、

前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
の
人
が
対
象
に

な
り
ま
す
。

※
問
合
せ
先

：

医
療
保
険
課(

あ
２
２―

８
１
２
４

／
い
２
２―

２
９
５
４)

「
ひ
と
り
親
」資
格
証
の
更
新
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　医療制度改革に伴い、市で行なっている各種健診の制度が変わりました。
　すでに始まっている健診もありますが、皆さんのもとに各種健診ごとに「受診券」が届きます。受診券の内容を確認して、受診
してください。
　健康づくりは、みなさんにとって、とても大切なものです。生活習慣病などを予防するためにも、健診を受診し、健康づくりに
役立ててください。

結果に応じて…

　倉吉市の健康づくりを「疾病率
（自分自身はあまり健康でないと
考えている市民の割合／意識調
査）」で見ると、平成１６年度の
３２.１％に対し、平成１８年度は
３８.３％と上昇傾向にあります。
中でも４０歳代、５０歳代、７０歳
以上が比較的高い水準となって
います。
　この背景には、生活習慣病など
の受療者の増加や年齢的に健康
への不安を持っていることなど
が考えられます。
　また、「住民一人当たりの医療
費（老人・国保）」についても、年々
増加傾向にあります。
　この医療費に関しては、疾病率
の上昇傾向や健康への不安など
から複数の医療機関で受診する
ことが背景と考えられます。
　これらのことから、自分の健康
に関心を持ち、主体的に健康づく
りに取り組むことで、健康を管理
できるようになることが重要と
なります。
　また、医療費の多くを占める生
活習慣病などの予防を促すこと
で、医療費の抑制など適正な保険
制度の運営を図っていくことも
必要であると考えられます。

健康づくりの現状と課題

【平成１９年度】

（４０歳以上）

※20歳～39歳は休日
健診のみ受診可

（６５歳以上）

※検診の種類により対象
年齢が異なります

（2０歳以上)

（４０～６９歳）

【平成20年度】

※保険証と長寿健診受診券が必要です

※健康診査は６月から始まります
※保険証と特定健診受診券が必要です

※特定健診、長寿健診対象以外の人
※２０～３９歳の休日健診は申込み必要

（６５歳以上）

※介護予防健診受診券が必要です

＊変更なし

※検診の種類により対象年齢が異な
ります

（４０～６９歳）

※特定健診受診券が必要です。

（４０～74歳以上)

健康づくりのための各種健診を受診しましょう健康づくりのための各種健診を受診しましょう

※詳しくは「くらよし健康ガイド」をご覧ください。

健康局からのお知らせ
※問合せ先：医療保険課（あ２２―８１２４／い２２―２９５４）

保健センター（あ２６―５６７０／い２６―５６６０）

長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）
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保健事業に関するお問い合わせは、保健センター（あ26-5670／い26-5660）

保健センターの場所は、伯耆しあわせの郷2階です。

休日急患診療機関当番表
・ 受付時間：午前 8時～翌朝午前 8時
・ 実施日：日曜日・祝日

日にち 内 　科 外　　科

6

月

1日(日) 藤井政雄記念病院 清水病院

8日（日）信生病院 厚生病院

15日(日) 垣田病院 三朝温泉病院

22日(日) 厚生病院 野島病院

29日(日) 信生病院 清水病院

7

月

6日(日) 野島病院 北岡病院

13日(日) 藤井政雄記念病院 厚生病院

■健康スケジュール
種 類 対 象 日程 時 間 場 所 持参する物 ご 案 内

６か月児
健康診査

平成19年12月
生まれの乳児

7/1（火）
7/2（水）

（受付時間）
13:00～13:40

保
健
セ
ン
タ
ー（
伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷
内
）

・母子健康手帳
・アンケート用紙

＊保護者に通知します
当てはまる月の次の月まではご案内し
ています。

１歳６か月児
健康診査

平成18年12月
生まれの幼児

7/4（金）
7/8（火）

＊保護者に通知します
1歳11か月までは受けることができま
す。未受診の幼児は受けてください。

３歳児
健康診査

平成17年6月
生まれの幼児

7/9（水）
7/10（木）

＊保護者に通知します
3歳11か月までは受けることができま
す。未受診の幼児は受けてください。

育児相談

生後5か月
以上の乳幼児

7/14（月） 9:00～11:00

・母子健康手帳
保健師・栄養士（午前中のみ）によ
る個別相談を行います。生後5か月

までの乳児
7/14（月）13:30～15:30

離乳食講習会
生後4か月
～7か月児
の保護者

7/16（水）13:30～15:40
・母子健康手帳
・エプロン
・筆記用具

＊平成 20年2・3 月生まれの第 1
子の保護者に通知します

母親学級
（えっぐクラブ）

市内在住の
妊婦

7/13（日）
10:00～12:00
（受付時間）
9:30～10:00

・母子健康手帳
内容：ママ・パパコース②（ビデオ
視聴・お父さんの妊婦体験・木浴実習）
＊申込が必要

フッ素塗布
市内在住で
希望する人

7/28（月）
9:30～11:30
13:30～15:30

・歯ブラシ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。

7/26（土）
（受付時間）
13:30～15:30

中部歯科医
師会口腔衛
生センター

・歯ブラシ
・コップ
・ 母子健康手帳
（子どものみ）

歯科診察はありません。
＊申込が必要（申込先：口腔衛生セ
ンターあ 22-5472）

■健康相談
対　　　象 日　　程 時　　間 内　　　容 

食事、運動など健康についてどな
たでも気軽にご相談ください。

6月17日（火）
（受付時間）
13:30～15:30

栄養士・保健師による個別相談
ところ：保健センター健康相談室
　　　（伯耆しあわせの郷２階）
※栄養士の相談は要予約(あ26-5670)

＊ ご希望により血圧測定、体重測定、体脂肪、内臓脂肪レベル測定ができます。相談日以外でも保健センターで随時相談を受け付
けています。

乳がん検診協力医療機関の変更のお知らせ
藤井政雄記念病院：７月１日（火）から変更になります。
《変更内容》 乳がん検診（視触診）がなくなります。マンモグラ

フィ検査は引き続き受けることができます。
※ 問合せ先：保健センター（あ２６―５６７０／い２６―５６６０）

「くらよし健康ガイド」の訂正
【訂正するところ】
・13 頁： 「肺がん検診　医療機関」２段目
【誤】胸部レントゲン検査→【正】胸部レントゲン検査・喀痰検査

・15～16 頁：医療機関健診を追加します
【赤碕診療所】住所：琴浦町赤碕1920-74 あ55―0624

検査項目：特定・一般・長寿・介護予防健診、胃がん（内
視鏡）・乳がん（視触診・マンモ）検診

【松田医院】住所：倉吉市伊木201-6 あ 26―9909
追加項目：介護予防健診

※ 問合せ先：保健センター（あ２６―５６７０／い２６―５６６０）
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～自殺予防緊急メッセージ～
 あなたのきもちがつらいときに･･･一人で抱え込ま
ずに誰かに相談してみませんか？

【相談機関】
鳥取いのちの電話（毎日12:00～21 :00）
あ0857―21―4343
精神保健福祉センター（平日8:30～17 :30）
あ0857―21―3031
中部総合事務所福祉保健局（平日8:30～17 :30）
あ23―3127
倉吉市保健センター（平日8:30～17 :30）あ26―5670
倉吉市長寿社会課（平日8:30～17 :30）あ22―7851
倉吉市福祉課（平日8:30～17 :30）あ22―8118

保健事業に関するお問い合わせは、保健センター（あ26-5670／い26-5660）

保健センターの場所は、伯耆しあわせの郷2階です。

歯
の
衛
生
週
間
行
事

　 「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
」ほ
か

と　

き

：

６
月
５
日（
木
）
午
前
９

時
30
分
〜

と
こ
ろ

：

中
部
歯
科
医
師
会
館

 
歯
お
よ
び
口
腔
に
つ
い
て
の
各
種
相

談
、フ
ッ
ソ
塗
布
、歯
科
健
康
診
断

と　

き

：

６
月
８
日（
日
）
午
前
９

時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

：

中
部
歯
科
医
師
会
館

中
部
地
区
児
童
・
生
徒
の
絵
画
ポ

ス
タ
ー
・
標
語
作
品
の
展
示

と　

き

：

７
月
11
日（
金
）
〜
17
日

（
木
）※
17
日
は
午
後
５
時
ま
で

と
こ
ろ

：

倉
吉
未
来
中
心 

ア
ト
リ

ウ
ム

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
県
中
部
歯
科
医
師

会
（
あ
２
２―

５
４
７
２
）

６
月
は「
食
育
月
間
」

毎
月
19
日
は「
食
育
の
日
」

　

倉
吉
市
で
は
今
年
３
月
に「
食
で

育
む
豊
か
な
こ
こ
ろ
元
気
な
か
ら

だ
」
を
目
指
し
て「
倉
吉
市
食
育
推

進
計
画
」を
策
定
し
ま
し
た
。

　

事
前
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

20
代
、
30
代
の
朝
食
欠
食
率
が
約

３
割
。
朝
食
を
１
人
で
食
べ
る
子

ど
も
が
小
学
生
１
割
、
中
学
生
２

割
、
高
校
生
４
割
弱
。

　

手
伝
い
を
す
る
高
校
生
は
６
割

弱
と
い
う
状
況
で
し
た
。

　

家
族
そ
ろ
っ
て
囲
む
楽
し
い
食

卓
は
、
家
族
の
貴
重
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
な
り
、
豊
か

な
心
が
育
ち
ま
す
。「
早
寝
・
早
起

き
！
家
族
み
ん
な
が
そ
ろ
っ
て
朝

ご
は
ん
！
」
を
合
言
葉
に
、
１
日
の

ス
タ
ー
ト
で
あ
る
朝
食
を
、
な
る

べ
く
家
族
そ
ろ
っ
て
楽
し
く
食
べ

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
！

　

ま
た
、
地
元
で
と
れ
た
栄
養
価

の
高
い
旬
の
食
材
を
取
り
入
れ
、

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
ふ

る
さ
と
の
味
を
残
し
、
伝
え
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
ご
は
ん
を
主
食

と
し
た
日
本
型
食
生
活
を
通
し
て

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
な

ど
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

※
問
合
せ
先

：

保
健
セ
ン
タ
ー（
あ
２
６―

５
６
７
０
／
い
２
６―

５
６
６
０
）

く
ら
よ
し
元
気
体
操
普
及

員
養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

く
ら
よ
し
元
気
体
操
の
普
及
員

養
成
講
座（「
全
身
体
操
編
」
と「
介

護
予
防
編
」）
を
行
い
ま
す
。
普

及
員
は
体
操
を
地
域
の
人
へ
紹

介
・
指
導
し
て
い
く
リ
ー
ダ
ー
で

す
。
あ
な
た
も
、
近
所
の
人
や
友

人
、
公
民
館
な
ど
の
集
ま
り
の
中

で
、
く
ら
よ
し
元
気
体
操
を
楽
し

く
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

対
象
者

：

ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

日　

程

：

下
表
の
と
お
り（
①
〜
④

の
教
室
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
）

受
講
料

：

無
料

用
意
す
る
も
の

：
体
操
の
で
き
る

服
装
、
飲
み
物

申
込
締
切

：
７
月
14
日（
月
）

講　

師

▼
講　

義　

加
藤 

敏
明
さ
ん（
鳥

取
大
学
医
学
部
准
教
授
） 

▼
実
技
・
講
習

加
藤 

朋
子
さ
ん（
鳥
取
大
学
健
康

ス
ポ
ー
ツ
科
学
講
師
） 

佐
伯 

秀
宣
さ
ん（
清
水
病
院
理
学

療
法
士 

）

会　

場

：

保
健
セ
ン
タ
ー

※
申
込
・
問
合
せ
先

：

保
健
セ
ン
タ
ー（
あ

２
６―

５
６
７
０
／
い
２
６―

５
６
６
０
）

　

献血にご協力ください
 【全血献血】

と　き 6月29日(日)9：30～15：00

ところ 倉吉未来中心

※問合せ先：鳥取県赤十字血液セン
ター（あ0857―24―8101)

【成分献血】申込期限：6月13日（金）

と　き 6月19日(木) 9：00～12：00

ところ 倉吉市役所駐車場

※申込・問合せ先：倉吉市保健センター（あ
２６―５６７０／い２６―５６６０）

倉吉市制施行５５周年事業

倉吉市食育シンポジウム
倉吉市制５５周年

借金苦や多重債務などの

経済的問題について
【消費者生活相談室】

あ22―3000
平日8:30～17 :00

【法テラス鳥取】
平日9:00～17 :00
あ050―3383―5495

▼くらよし元気体操普及員養成講座　日程

全身体操編 介護予防編 内　　容

1 7月27日（日）13 :30～15 :30
【講義】くらよし元気体操を通しての健康づくり
【実技】体操の紹介・少しだけ動いてみよう

①（13：30～15：00）②（19：00～20：30）③（13：30～15：00）④（19：00～20：30）※①～④の中から選んでください。

２ 8月1日（金） 8月4日（月） 8月2日（土） 7月31日（木） 【実技・講習】やってみよう！くらよし元気体操！

３ 8月8日（金） 8月11日（月） 8月9日（土） 8月7日（木） 【実技・講習】覚えてみよう！くらよし元気体操！

４ 8月19日（火） 8月17日（日） 8月16日（土） 8月12日（火） 【実技・講習】完成させよう！くらよし元気体操！

５ 8月25日（月） 8月27日（水） 8月23日（土） 8月21日（木） 【実技・講習】伝えよう！くらよし元気体操！

６ 8月 31 日（日）13:30 ～ 15:30
【講義】体操を行うにあたっての安全配慮
【実技】まとめ

食育ジャーナリストで有名な砂田登志子さん

を講師に迎えてシンポジウムを開催します。児

童生徒のポスター展示・じげの味の展示もあり

ます。

と　き：７月６日（日）１０：００～１２：００

ところ：倉吉未来中心大ホール

内　容：☆倉吉市食育推進計画の概要説明

　　　  ☆基調講演「幸福は口福から」

　　　　  講師

　　　　　砂田 登志子さん

　　　  ☆活動事例発表

　　　  ☆くらよし元気体操紹介

参加料：無料
※ 問合せ先：保健センター（あ２６―５６７０／い
２６―５６６０）
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　６５歳以上の介護認定（要支援・要介護認定）を受けていない人を対象に閉じこも
りを予防し、いつまでも元気で過ごせるよう介護予防教室を開催します。
と　き：６月１０日（火）午前１０時３０分～午後３時
　　　　７月　８日（火）午前１０時３０分～午後３時
内　容： （午前）楽しくからだを動かそう
　　　　（午後）自由時間（頭の体操、ニュースポーツ、健康相談など）
ところ：グリーンスコーレせきがね　
参加料：１，２００円（昼食・入浴料）程度
募集条件：６５歳以上で、介護認定を受けていない人
＊毎月申し込み必要。送迎希望の人は送迎します。詳細はお問い合わせください。
※申込・問合せ先：長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

出前介護予防教室や高齢者のご相談は、お住まいの地区担当の地域包括支
援センターにお問い合わせください。

【上北条・社・高城地区】うつぶき地域包括支援センター （あ２６－６３７８）
【上井・西郷・灘手地区】マグノリア地域包括支援センター （あ２６－３９２２）
【上灘・成徳地区】倉吉中央地域包括支援センター（上灘・成徳）（あ２２－６１０２）
【明倫・小鴨地区】明倫・小鴨地域包括支援センター （あ２３－７１０６）
【北谷・上小鴨・関金地区】かもがわ地域包括支援センター （あ４５－３８８８）

「家族の集い」ご案内６月の認知症の人と家族の会

６・７月ホッといきいき教室 ～介護予防教室～参加者募集

KURAYOSHI

　介護家族・介護体験者が参加して、お互いが抱えている悩みを語り合い、分かち合っ
たり、情報交換したり、何でも話し合える場です。気軽にご参加ください。
倉吉会場　と　き：６月１９日（木）午前１０時～正午（定例第３木曜）
　　　　　ところ：ヘルパーステーション蔵まち（幸町）
◎６月は関金会場と倉吉会場の合同開催で、関金会場はありません。
※問合せ先：ヘルパーステーション蔵まち（あ２４―０３７１／い２４―０３７２）

　　　　　　　長寿社会課（あ２２―７８５１／い２２―２９５４）

今、必要な
地域づくり

　生きていればいずれは高
齢者になり、だれもが高齢
者の問題に直面する可能性
があります。すべての人が
安心して暮らせるように助
け合える地域づくりが、今
求められています。
　寝たきりや認知症など介
護を要する高齢者を抱えて
いる家庭の人は、日ごろか
ら近所の人に事情を話して
おくようにしましょう。ま
た、地域の人は、そうした家
庭や一人暮らしの高齢者を
やさしく見守り、声をかけ
るなどして、地域から孤立
させないようにしましょう。
「ご近所の底力」を生かして、
声かけや見守りなど気軽に
できることから始めましょう。
　住み慣れた地域でいつま
でも安心して暮らせるまち
づくりをひとりひとりが心
がけていきたいですね。
※問合せ先：長寿社会課（あ２２
―７８５１／い２２―２９５４）

　4月２９日（火）に小田自治公民館で、平成１９年度
から実施されている「農地・水・環境保全向上対策
事業」の一環として、プランターへの花の植栽が行
われました。大人も子どもも総出で作業を行い、小
田地区全世帯とメイン通りへ全部で１５０個が配布
されました。

４月２９日（火）

小田地区プランターへの花植栽
～地域みんなで進める集落づくり～




